
ボ

ル

ネ

オ

の
箱

三
系

(
二
)

大

村

7

戒

揮

三
､
上
郡
第
三
第

総

説

上
部
節
三
配

時
代
は
､

下
部
第
三
紀
時
代
に
此
較
し

三
二

三
の
相
違
瓢
が
あ
る
｡
即
ち
下
部
第
三
紀
時
代

の陸
別
刑
の
南
部
並
に
中
敵
中
淡
及
源
岸
刺
の
置
域
は

大
部
分
陸
地
に
晒
化
し
､
其
の
陸
地
の
豚
蓮
に
附
い
て

一
油
の
晦
が
存
在
し
た
.
そ
し
て
其
の
甑
は
､
明
か
に

次
の
如
き
四
佃
の
盆
地
に
匿
分
す
る
rJ
と
が
出
凍
る
｡

1
､

.JJl-
ト
盆
地

B
arito･
b
a
sin

2
､

パ
シ
ル
及
ク
ク
テ
ィ
盆

地
P
a
sir
an
d
K
aetei･

b
a
sin

3

､
ベ
ラ
ク
ー
及
ブ
ウ
ル
タ
ン
ガ
ン
盆
地

B
era
o
e

a
nd

B
oetoe
n
g
a
n
･b
a
sin

4
'
デ
イ
ブ
ク
ン
シ
エ
｡
ラ

ン
デ
ン
及
カ
ウ
イ
･
バ
ー

ボ
ル
ネ
オ
の
姉

三
系

パ
ー
地
方

T
ie
d
oensche
la
n
d
e
n
an
d
C
owi
I

h
arb
ou
r
d
istr
ic
t

而
し
て
蓮

等
盆
地
間
に
は
'
上
部
第
三
紀
時
代
を
通
じ

て
地
背
斜

g
e
an
ticlin
e
と
し
て
活
動
し
た
筈
で
あ
る

地
域
が
介
在

し
て
ゐ
る
｡
即
ち

1
と
2
と
の
間

2
と
3
と
の
間

3
と
4
と
の
間

4
と
牝
紬
と
の
間

の
四
地
域
で
あ
る
｡

メ
ラ
ッ
ク
ス
山
脈

マ
ン
カ
-

バ
ツ
-
牛
島

ラ
ト
ン

L
ato
n
山
地

シ
ム
ポ
〝
ナ

S
im
p
orn
a
牛
島

翻
ほ
前
述
の
四
盆
地
中
.
.rJ1
-
ト
盆
地
は
､
主
要
部

の
源
俊
が
南
方
よ
ら
開
始
し
た

ス
マ
ト
ラ
大
地
向
斜
の

東
方
突
出
部
と
も
見
放
r
uれ
る
ほ
封
し
､
他
の
三
盆
地

の
源
俊
は
初
期
の
マ
カ
ツ
サ
ル
海
峡
よ
-
､
即
ち
東
方

蔓
七

三
七



地

球

妨
二
十
三
怨

L.

-
､

1

･

‥､
･1
･･
/
-
.
.

よ
り
西
方
は
及

ん
だ
も
の
と
斬
し
て
居
る
｡

上
越
の
如
-
並
列
せ
る
盆
地
内

並
は

地
背
斜
下

に

は
p
型

の
如
-
､極
端

に

相

逢

せ

る

鼎

の
出

現

を

見

た

｡

即
ち

地

背
斜
の
頂
上
に

は
左

春
原
-
な

い
溌
石
衣
岩

re
ef
･)im
est
one
が
構
成
さ
れ
'
反
封
に
沈
降
盆
地
に

於
で
は
感

は
河
川
を
吸
引
し
て
地
向
斜
性
の
極
め
て
厚

FJ岩
層
堆
積
刑
h
r現
出
し
た
.
附
し
て
之
等
雨
樋
輔
の

閏
の
塵
化
は
漸
移
的
で
､
朝
の
中
間
で
あ
る
混
合
相
を

も
Ⅲ
現
し
た
｡
従
で
ボ
ル
ネ
オ
の
上
部
第
三
系
は
､
次

の
如
-
匿
別
し
て
観
察
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
｡

a
､

.I(
リ
ー
盆
地
-
-
‥
地
向
斜
利

b

､
メ

ラ

ゾ
ウ
云

山
脈
の
東
西

両

側
地
方
･･････石
衣

岩
和

C
､

バ
シ
ル

の
梅
岸
地
方
･･･‥
･混
入
=利

d
､
中
央
ク
ウ
テ
ィ
･,･-
･地
向
斜
利

e
t
北
部
ク
ウ
テ
ィ
(
サ
ン
ク
ウ
リ
ラ
ン
轡
地
方
)
三

･･･混
在
刑

f
.

マ
ン
カ
リ

ハ
ッ
ト
岬
･･三
･石
炭
岩
朝

g
､

ベ
ラ
ウ
-
‥
･

･･
地
向
斜
鼎

節

五
紙

孟

八

三
八

九
､
サ
-

ム
E',l
ッ
ゥ
=

ア
ン
テ
ィ
ヤ
ム

(
中
火
ブ
ウ

ル
ウ
ン
ガ
ン
)
=

-
混
合
舶

-
､
テ

ィ
ブ
タ
ン
シ
エ
｡
ラ
ン
デ
ン

･-
･地
向
斜
舶

以
上
各
朝
は
就
て
右
の
順
序
は
捉
S
説
明
し
ょ
う
.

a
t

fr,～
-
ト
盆
地

本
大
盆
地
の
上
部
第
三
系
の
骨
序
的
匪
分
は
就
で
は

千
九
日
式
年
に
ド
ゥ
ゲ
イ
リ

D

ouv
iE
6

が
大
型
有
孔

歳
の
分
布
に
基
き
､
匿
分
の
基
礎

を造
る
べ
-
努
力
し

た
場
所
で
は
あ
る
が
'
現
在
で
は
iE
健
在
-
と
し
で
紹

介
し

程
べ
き
材
料
は
殆

ど
な

い
.

ブ

ッ
ク
ス
-
ル
フ

B
u
x
storf

の
作
成
し
た
暦
序
は
末
輩
表
で
あ
ヵ
､

且

つ
他
の
文
献
中
に
も

./'l
リ
ト
第
三
系
に
踊
す
る
正
確
在

材
料
は
極
め
て
似
な

い
｡
そ
は
兎
も
角
と
し
て
.
該
第

三
系
は
主
と
し
て
極
め
て
厚

さ
砂
質
並
に
粘
土
質
を
岩

石
か
ら
成
立
し
､
稜

々
不
束
を
爽
有
す
る
如

き
累
層
で

あ
る
｡
基
等
石
炭
の
晶
質
は
､

良
男
の
褐
炭

b
ro
w
n

e
oa
t
か
ら
若
き

亜
炭

tig
nite
に
至
る
ま
で
'
種

々
夜

階
級
が
あ
る
｡
此
の
薪
賓
は
､
該
累
暦
が
上
部
第
三
系

の
大
部
分
､
即
ち
敢
下
部
か
ら
鮮
新
潮
に
至
る
ま
で
の



書

落漕服漂儲賢馨

汀-ざま

1-

も
の
を
代
表
し
て
屠
る
rJ
と
を
､
有
力
に
物
語
る
も
の

で
あ
る
｡
而
し
て
敢
下
部

暦
の
露
閏
せ
る
盆
地
の
北
部

及
び
東
部
地
方
で
は
､
該
累
圏
の
下
に
'
主
と
し
て
d

及
下
部

e
の
動
物
群
を
含
む
泥
衣
岩
及
び
石
衣
岩
よ
-

成
る
累
暦
が
あ
る
｡
此
の
石
衣
岩
頬
の
多

き
累
暦
の

一

部
は
､
下
部
第
三
系
の
最
上
部
は
常
た
る

石
衣
岩
階
に

非
常
に
酷
似
し
て
屠
る
｡
扱
て
､
ド
ゥ
ゲ
イ
-
の
貧
錫

な
羽
料
か
ら
ブ
ッ
ク
ス
ト
ル
フ
の
作
成
し
た
'
メ
ラ
ッ

ク
ス
山
脈
の
西
腹
は
在
る
ウ

ー
ル
ク
O
e
to
e
川
流
域
は

発
達
せ
る
上
部
第
三
系
の
暦
序
は
p
凡
を
次

の
様
で
あ

る
ら
し

い
｡

ク
ロ
ー
ル
K
r
ol
も
亦
た
マ
ル
ク
プ
タ
ラ
に
於
け
る

歴
史
的
な
飴
新
枕

を
被
覆
せ
る
上
部
第
三
系
に
親
で
'

筒
罪
に
記
載
を
典

へ
て
居
る
｡
此
虞
で
も
岩
質
は
､
砂

質

｡
柚
土
質
の
累
層
で
､
屡

々
石
炭
を
爽
有
す
る
如

き

も
の
で
あ
る
｡
其
の
岩
石
並
は
有
数
の
性
質
は
位
で

吾

人
は
'
此
の
累
暦
は
仰叫
に
｢

上
部
新
第
三
系
｣
並
に
鮮
新

棟
h

t包
含
す
る
に
過
ぎ
な

い
と
の
印
衆
を
得

た
｡
同
時

に
､

石
灰
岩
に
冨

む
下
部
の
部
分
は
超
に
発
見

さ
れ
を

ボ
ル
ネ
オ
の
鮮

三
系

か
っ
た
｡
然
か
名
に
ク
ロ
ー
ル
を
始
め
昔
の
調
密
着
凡

て
'
本
累
厨
と
下
部
箪
三
系
と
の
間
に
不
整
合
を
謎
め

で
居
な

い
｡
併
し
ク
ロ
ー
ル
の
地
質
間
を
見
て
も
.
褐
炭

暦
の
堆
積
位
置
に
依
て
不
整
合
の
徴
候
が
窺
は
れ
る
｡

即
ち
禍
灸
暦
は
南
方

へ
向
ふ
砕
.
音
さ
層
位
の
岩
石
を

舷
以
'
南
岬

S
outh
cape
of
B
o
rn
eo
附
淀
で
は
'

直
接
に
メ
ラ
ッ
ク
ス
山
脈
の
先
第
三
系
を
被
覆
し
て
居

る
軍
資
が
窺
は
れ
る
｡豊

九

三
九



地

球

節
二
十
三
谷

次
は
本
盆
地
の
最
北
部
に
於
で
は
'
上
部
第
三
系
は
､

.rq
リ
-
河
の
水
沫
地
方
を
構
成
せ
る
トー-
央
'rif
ル
ネ
オ
の

大
陸
層
LJ
る
高
坂
砂
岩
に
､
恐
ら
-
移
化
す
る
で
あ
ら

くノ
O

b
'
メ
ラ
ッ
ク
ス
山
脈

バ
-
ト
盆
地
還
暦
の
石
衣
岩
含
有
量
は
､
メ
ラ
ッ
ク

ス
山
脈
は
近
接
す
る
は
従
以
'
急
激
は
槍
加
す
る
傾
向

が
あ
る
.
件
に
2
部
分
に
於
で
著
し
い
｡
乙
の
革
質
は
､

二

･
三
の
場
所
ほ
て
立
覆
し
得
る
｡
即
ち

バ
リ
ト
盆
地

と
パ
シ
ル
=
ク
ク
テ
ィ
盆
地
と
の
境
界
に
放

け
る
先
第

三
系
の
岩

心

を
赦
ふ
て
橋
状
に
球
春
せ
る
第
三
系
に
於

で
も
'
亦
た
ウ
エ
ス
ト

｡
パ
シ
ル
の
大
イ
ン
ト
ラ
･
メ

ラ
ッ
ク
ス
盆
地

great
l
nt
ra･M
e
rotoe
s-basin
の
如

き
摺
曲
せ
る
第

三
系
の
向
斜

中
に
於
で
も
立
澄
し
握
る

の
で
あ
る
｡
前
項
に
掲
げ
た
ブ

ッ
ク
ス

小
ル
フ
-

ド
ゥ

ダ
イ
ル

の
ウ
ー

ル

ウ
河
西
方
山
鹿
に
於

け
る
厨
序
は
､

此
の
石
衣
岩
朝
に

堆
移
せ
止
と
す
る
傾
向
を

ボ
し
て
居

る
も
の
で
あ
る
｡
ウ
エ
ス
-

･
バ
ジ
ル
の
向
斜

(
サ
ム

ク

S
a
m
oe
川
･･･ケ
ン

デ
イ
p
K
e
n
d
ito
川
間
)
に
於
で

lーl
h--
-
I-
-
トトト
ーt
ー
ー

1L.rL2
-.-･-
1L--SIl
I
-
ll-
Ir-JPl

節

五

紙

三
六
.U

四

〇

は
､
泥
衣
岩
及
び
粘
土
質
砂
岩
も
件
ふ
石
灰
岩
よ
-
成

る
上
部
第
三
系
の
下
部
は
'
厚
r
J九
〇
〇
-

二

七
〇

〇
米
は
達
し
､
下
部
第
三
系
の
上
部

は
屈
す
る
石
灰
岩

階
h
t被
覆
し
て
屠
る
｡
此
の
上
部
第
三
系
の
石
衣
岩
は

パ
シ
ル
と
ク
ー
ル
ク
河
間
の
分
水
嶺
地
方
に
'
大
な
る

石
衣
岩

山
地
を
現

川
し
て
居
る
｡
而
し
て
該
石
衣
岩
相

は
.

蚤
累
暦
の
e
階

(
ベ
ー
ブ
タ
ル
ク
暦

B
eb
oe
toe

h
o
riz
on
)
の
上
限
､
悲
ら
-
実
れ
以
上
の
瀞
位
ほ
ま
で

及
ん
で
居
る
で
あ
ら
う
｡
次
に
ウ
エ
ス
ト

･
brT
,b
ル
向

斜

の
中
心
で
は
'
石
衣
岩
に
引
頂
き

一
層
上
棟
の
粘

土

及
砂
岩
の
果
犀
が
発
逢
し
て
居
る

｡
厚
rb
は
二
'
二
〇

〇
米
に
達
し
､
且
つ
数
多
の
亜
炭
を
爽
有
し
て
屠
る
.

其
の
亜
炭
の
含
水
且聖
二

～

二
六
%
で
､
f
の
上
部
乃

至

g
と
恩
は
れ
る
ほ
ど

粕
皆
若

い
性
状
を
不
し
て
居

る
｡
要
す
る
に
､
上
部
第
三
系
の
下
部
の
大
部
分
は
'

バ
リ
ト
盆
地
及
び
ク
ク
テ
ィ
盆
地
ほ
て
は
石
炭
を
件
ふ

正
規

の
砂
質
並

に

粘
土
質
の
盆
地
相
で
あ
る
け
れ
ど

も
､
本
地
方
で
は
礁
石
衣
岩
朝
と
在
っ
て
居
る
｡
併
し

上
部
に
至
れ
ば
､
盆
地
相
も
本
地
方
の
礁
石
衣
岩
新
中



ほ
侵
入
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
｡

e
t
パ
シ
ル
侮
岸
地
方

本
地
方
に
於
で
も
亦
､
ク
ー
ク
ー
サ
ン
の
先
第
三
系

の
周
囲
の
も
の
と
同
様
に
､
上
部
第
三
系
の
基
底
は
泥

衣
岩
を
件
ふ
石
衣
岩
か
ら
国
雄
で
居
る
｡
而
し
て
該
節

三
系
は
､

下
部
第
三
系
を
不
整
合
に
被
覆
し
て
居
る
や

う
に
見
え
る
(

P
o

tt.
J
a
a
rb
.
M
ijn
w
I.
A
tg
.
ge
d,,

19
2
7
)
｡
叉
.
ゼ

イ
ル

マ
ン
ス

Z
e
y
lm
a
n
s
が
､

本
地

方
に
第

三
紀
d
の
布
衣

を
確
か
め

た
期
か
ら
見
て
も
'

上
郷
窮
三
系
の
r下
部
は
完
公
に
磯
逢
し
た
も
の
と
も
考

へ
ら
れ
る
(J
aa
rb
.
M
ijn
w
.
A
lg
.
g
ed
..)
92
00
)
｡
乍

黙
.
該
第

三
紀
d
と

e
と
の
問

が
整
合
夜

-
や
否

や
の

闘
係
も
不
明
瞭
で
あ
-
'
従
で
ポ
ッ
ト
が
推
定
し
た
不

整
合
の
上
に
来
る
か
香
か
の
問
題
も
明
瞭
に
な
っ
て
居

な

い
｡
此
の
外
上
部
第
三
系
に
は
'
多
数
の
厚
さ
並
果

た
件
ふ
果
樹
が
あ
る
｡
此
の
並
数
暦
は
､
二
五
-
三
〇
%

の
水
分
を
含
む.
故
､
綿
三
配

g
l
h
の
も
の
で
あ
る
.

d
､
南
部
及
中
部
ク
ウ
テ
ィ

本
地
方
は
ル
ッ
テ
ン
が
夙
に
肘
序
撃
研
究
を
敬
表
し

ポ
ル
心中
ヲ
の
節
三
第

ね
歴
史
的
地
方
で
あ
る
と
同
時
に
､
石
油
の
産
Ⅲ
あ
る

た
め
数
多
有
能
の

地
質
尊
者
を
誘
引
し
た

場
所

で
あ

る
〇本

地
方
の
上
部
第
三
系
の
仝
部
は
､
主
と
し
て
砂
貿

並
に
粘
土
質
の
非
常
に
厚
さ
堆
積
物
か
ら
成
る
も
､
其

の
間
､
相
皆
多
数
の
石
炭
暦
を
件
ふ
も
の
で
あ
る
｡
而

し
て
該
累
暦
全
部
は
､
屡

々
｢
ク
ク
テ
ィ
暦
｣

内
oetei･

fo
rm
a
to
n

の
名
を
何
て
呼
ば
れ
て
屠
る
0
本
親
衛

中

に
は
'
所

々
に
化
石
h
l持

つ
石
衣
岩
が
散
在
せ
る
故
'

化
石
は
依
る
分
類
が
可
能
で
あ
る
｡
併
し
全
盛
厨
は
封

す
る
石
衣
岩
の
割
合
は
僅
少
で
且
つ
鼻
化
多
-
､
所
に

依
で
は
仝
-
石
灰
岩
の
教
連
夜
き
地
方

(
例

へ
ば
サ
ン

ガ

｡
サ
ン
ガ

S
anga
S

anga油
田
は
近
か
q
uル
ヰ
ズ

特
許
地

L
ou
ise･con
cess
ion
)も
あ
る
U
従
で
本
盆
地

各
所
に
畿
蓮
せ
る
ク
ク
タ
イ
暦
の
各
部
分
を
'
正
確
は

封
此
す
る
rJ
と
は
岩
質
的
に
79
亦
､
古
生
物
撃
的
ほ
79

容
易
で
な

い
｡
叉
p
命
索
の
上
は
79
混
乱
に
隅
-
易
い
｡

そ
れ
故
'
巻
末
に
添
附
し
た
封
此
表
に
は
､
本
地
方
即

ち
中
部
ク

ウ
ライ
は
闘
す
る
各
地
質
聾
者
の
暦
序
の
封

二1,二

四

.
.



地

抹

終

二
十
三
食

比
を
掲
げ
て
置

い

た
｡

而
し
て
著
者
が
特
に
古

生
物
撃

節
混

雑

薫

二

四
二

上

の

見
地
か

ら
考
慮
し
た
暦
序

は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

節

三

紀

i
=

カ
ン
ポ

ン
･
パ

ル
ウ
暦

g

E
am
po
n

g

B
ar
oe･b
eds

二

〇
〇
米

以
上

水

分

二
〇
%

以

上

の
:=脱
:.釈

-:._-

:)･=]

主

と
し
て

似
る
邪

き

様

子
至

祁
す

粘
土
質

の

5'暦
よ
=
1
成
り
.
柿

に
破
化

せ
る
砂
岩

､

1
部
に
は
蛾

分
に

て
槻

化
せ
る

砂
射

､
数
多

の
禦
炭
暦

､

河
口
州
堆

松

崎
等

を

食
む
｡

北

部
カ
ラ

ン
ム
ウ

ム
ウ

ス

ふ
マ
ド
ゥ

パ
ァ
ル

K
a
r
a
n
m
o
em
o
e

M

a
d
o
ep
a
r

に
は
多
少

の
K
:淡

紫
あ
り
'

化

石
は

上

部中
新
世
の

鮒瑚
淑

ある
も
､
敢

早

レ
ビ
ド

ン
ク
リ
ナ
は
産
は

し
な

い
｡

fゴ fこ!

パ リックパ パ ン暦

(3)Balikpapanbeds

グ

リ
ン
セ

エ

叉

は

上

部

パ
リ
ッ

ク

パ

パ

ン

暦G
e
-

仙ng
s
c
h
e

or

U
p
pe
r

B
a
l
ik
･

p
ap
an
b
e

d

s

メ

ン

タ
ウ

ヰ
ア
LB
又

は
下
部

パ
-
ッ

ク

パ

パ

ン
暦

卜買
e
n
ta

w

ir
o
r

L
ow
er

B

atik
.

p

a

p

a
れ

b

e
d

s

余

計
l
P

二

〇〇米

水
分

1
1
-
二

〇
%

を
有
す

る

中
瀬

搾
補
･:状

ー
プ
ウ

ル
ウ
バ

ラ

ン
肘

f

P
oe
to
e
b
al

a
n

g

be
d

s

'

0
0
0
-

､

況
0
0
米

水

分

.I

..

.:｡
川

下

の

袖
放

シ

ユ
ル

マ
ン

S
ch
腎
m
an
n
に
依
れ
ば

パ

リ
ッ

ク
パ
パ

ン
近
-

の
ク

ラ

ン
ダ

サ
ン
K
tan
da
s
an
に
は
木
犀

中
に
多
数

の

印
き
不

凍
山村
あ

り

て
､

上
部

中

新

世
の

珊
瑚

化
石
あ
り

'
棟
嘩
布

孔
劫

は

T
r
y
b
tio
te
p
id
h
a

r
u
tten

を
食
む

｡
本
暦

の
大
部
分

は

頗
る

柔
か

き灰
色
砂

岩'暗

色

託
山村
及
多
数

の

描
き
石
炭
暦

よ
り

成
る
O

X
､
下
部

に
は

ル
ツ

テ
ン
の

研
究

せ
し

布
孔
鹿

の
脱
産
地
な
る

メ

ソ
タ
ウ
ヰ
ア

M
e
n
t
a
wi

r

川が
あ
る
.

シ

ェ
ル

マ
ン
に
依

れ
ば

ベ
ラ
ラ

ン

P

e
l
a

r

a
n

g
背
斜上
に
ポ
水
封

が
あ
る
｡
山村
部
的

に

は
僚
堺

の
決
起

凶
郷
で

あ

る
O

瓜

上
部
に

屈
す
る
も

の
に
は

ル
ッ
テ

ン

の

桝
兜
し

た
材
孔
鹿

の
原

産
地
た
る

プ
ウ
ル
ウ
㌔
ハ
ラ

ン

P
o
e
lo
e

B
al
an
g

及
ブ
ラ
キ

ン

B
lakin

が
あ
る
｡

木
原

は
虫

と
し
て

粕
常
東
枇

な

る
畔
政
次
色

砂
山村
よ
-
成

り
､
時

々

石
次
･=祈
'

介
故

紙
に
破
壊
す

る

茶
封
を
仰
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憲

嵐

荷
は
各
階
及
各
層
の
化
石
上
の
特
長
に
就
て
は
､
著

者
等

の
化
石
表
を
参
照

ruれ
た

い
｡

e
､
北
部
ク
ウ

テ
ィ

(
サ
ン
ク
ク

リラ
ン
幣

S
an
打

oe
lir
a

n

g･
ba
y

)

中
火
ク
ウ
享

イ
ほ

於
け

る

砂
質

の
堆
積
棚
は
'
北
東

は
向
ふ
ほ
従
い
､
泥
炭
岩
多
き
朝
は
推
移
L
t
石
旋
厨

が
減
少
し
且
っ
揮
層
物
贋
に

比
較
し
て
有
機
物
質
が
莱

ボ

ル
ネ
オ

の
妨

三
第

婁
在
る
構
成
材
料
と
な
る
｡

上
部
第
三
系
の
.上
部
は
｢
サ
ン
ク
ク
-
ラ
ン
泥
炭
岩
L

Sankoetirang
･m
a
rt

と
柄
さ
れ
､
泥
炭
岩
が
著
し
-

磯
遷
し

て屠
る

｡
該

泥
衣
岩
は
'
岩
貿
上
か
ら

二
様
に

匿
別
し
程
.
其
の

7
は
成
層
せ
ざ
る
柔
軟
な
る
白
壁
状

泥
次
岩
で
､

無
数
の
小
有
孔
鹿

(
グ

ロ
ビ
ゲ
-
ナ
)
を

含
む
､
殆
ど
純
粋
の
有
機
堆
積
物
で
あ
る
'
他
は
粗
粒

l垂
･Ll

四
二一



地

球

第
二
十
三
怨

の
歌
か

d
J泥
次
岩
で
､
利
皆
荒

さ
石
基
砂
'
舶
か
き
介

政
の
破

砕
物
､
源
底
棲
息
の
有

孔
歳
及
び

レ
ピ
ド
シ
ク

-
ナ
等
よ
カ
戚
-
､
屡

々
菩
-
保
存
rb
れ
克
明
瑚
及
び

介
化
石
が
蔑
見

ruれ
る
｡
こ
の
後
者
の
泥
炭
岩
は

｢
サ

ン
パ
イ

ヨ
泥
次
岩
｣

S
anpa
iyau
･m
art
と
命
名

ruれ

た
る
も
の
で
､
要
す
る

に有
機
物
を
含
む
梅
岸
朝
で
あ

る

○次
に
右
の
泥
衣
岩
は
､

一
方
に
は
礁
石
衣
岩
を
仲
ふ

も

一
方
に
は
ク
ク
テ
ィ
暦
の
正
規
な
砂
質
'
粘
土
質
の

堆
積
物
と
､
大
な
か
小
な
ゎ
交
代
し
て
屠
る
.
乙
の
正

規

な
相
の
泥
次
岩

へ
の
移
化
は
'
敢
79
夙
き
場
所
に
於

で
は
メ
ソ
タ
ク
ヰ
ア
の
基
底
部
分
に
始
ま

-
､
漸
次
上

方
に
向
ふ
け
捉
以
て
旗
-
衣
-
,
L
t
カ
ム
ボ
ン
及
び
グ

リ

ン

セ
府
中
に
は
政
も
蛮
-
右
は
れ
で
屠
る
｡
併
し
下
っ

て
プ
ウ
ル
ク
.'J,
ラ
ン
暦
は
至
れ
ば
鼻
化
を
-
､
正
規
の

ク
ク
テ
ィ
和
む
維
持
し
て
居
る
｡
而
し
て
敢
下
部
の

e

階
に
属
す
る
も
の
は
､
ブ
ウ
ル
タ
ン
ガ
ン
･
ド
ー
ム
の

小
心
に
露
出
せ
る
如
-
､
石
衣
岩
相
中
に
堆
鵜
し
た
も

の
で
あ
る
｡
鼓
に
政
も
特
異
と
す
べ
p
,は
.
上
部
に
嘩

鰐
五
統

票

田

四

四

質
の
酸
性
火
山
次
を
爽
有
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
｡

君
､

マ
ン
カ
リ
バ
ツ
-
牛
島

サ
ン
ク
ク
リ
ラ
ン
轡
よ
与
東
北
に
向

へ
ば
､
上
部
第

三
系
の
全
部
は
移
過
暦
た

る
泥
衣
岩
鼎
を
雀
で
p
漸
次

に
純
然
た
る
石
衣
岩
鼎
に
壁
化
し
て
居
る
｡

メ
ヌ
ク
Q,～

I
川
流
域
に
於
け
る
牛
島
分
水
嶺
の
固
南
側
ほ
て
は
.

グ
ロ
ビ
グ
-
ナ
泥
炭
岩

は
依
然
と
し
て
石
衣
岩
を
基
布

し
て
ゐ
る

(
メ
ヌ
ク
バ
ー
泥
炭
岩

は

O
rb
itoid
s
を
含

ま
ざ
る
上
部
中
新
世
は
属
す
)
｡
封
之
､
牛
島
の
北
部
ほ

て
は
上
部
第
三
系
の
殆
ど
全
部
が

碓
石
衣
岩
朝
は
婁
化

し
'
高
さ
不
規
則
な
石
衣
岩
出
地
を
現
出
し
て
居
る
｡

次
に
本

石
衣
岩

は
石
衣
岩
･含
化
石
粘
土
暦
･砂
岩
及
石

炭
の
互
暦
よ
-
成
る
か
在
-
薄
ir7,果
樹
む
邪
と
し
て
､

上
下
二
部
は
分
叛

す
る
rJ
と
が

出
来
る
O

そ
し
て

上

部
を

｢
ド
マ
リ
ン
石
衣
岩

)
D
om
a
rim
･tim
e
ston
e
下

部
を
｢
ク
で

フ
-
石
衣
岩
｣
T
a
b
al
te
r･1im
est
on
e
と
云

以
'
其
の
中
間
に
在
る
互
暦
を

｢
メ
ソ
ク
ラ
タ
イ
ト
暦
｣

N
.Le
n
k
ra
w
it･b

eds
と
云
つ
で
屠
る
0

ク
バ
ク
ー

石衣
岩
は
､
其
の
中
に
有
孔
鹿
に
依

っ
て



d
階
(
基
底
部
に
は
白
雲
岩
多
し
)
､

e
階
及
び
f
階
の

最
下
部
を
包
含
し
て
屠
る
rJ
と
が
知
れ
る
｡
而
し
て
メ

ソ
ク
ラ
ウ
イ
ト
暦
に
移
過
す
る
部
分
に
は
'
軟
性
動
物

の
豊
富
な
る
化
石
群

(
目
下
研
究
中
)
､

並
に
次
の
如

き
有
孔
鹿
が
健
児
r
uれ
て
屠
る
｡

L
e
p
ido
cy
ctin
a

angt
os
a,L
.f
erreroi,
A
tv
e
otin
a
b
on
茸n
g
e
n
si
s

,

A,
boscii､
M
io
g
y
p
stn
a
th
e
cid
e
a
lfor
mi
S｡

次

は

メ

ソ
ク
ラ
タ
イ
ト
暦
白
煙
は
L
e
p
i
docy
ctina

rutte
n

を
特
徴
化
石
と
し
.
上
部
第
三
系
申

レ
ピ

ド
シ

ク-

ナ

む
含
む
も
の
と
し
で
は
敢
上
部
の
地
膚
を
代
表
し
て
居

る
｡
此
の
外
､
該
暦
中
に
は
有
孔
鹿
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
屠
る
.
上
部
の
ド
マ
-
ン
石
灰
岩
に
至
っ
て
は
､
最

早

レ
ピ
ド
シ
ク
リ
ナ
む
合
せ
ず
､
ク
ク
ア
イ
に
於
け
る

カ
ム
ボ
ン
｡
バ
ー
ル
ウ
膚
の
上
部
に
封
此
n
る
ゝ
79
の

で
あ
る
｡
総
て
木
骨
が
必
然
的
に
下
部
の
地
骨
を
盤
合

的
ほ
被
覆
せ
る
も
の
と
は
考

へ
ら
机
を

い
｡

右
石
衣
岩
全
部
の
厚
n
の
計
算
は
､
珊
瑚
礁
石
衣
岩

の
不
完
全
な
る
成
層
両
の
傾
斜
に
信
用
を
措
-
こ
と
が

出
来
な

い
か
ら
困
難
で
あ
る
が
'
大
股
に
､
全
階
と
し

て

一
､
0
0
0
米
を
適

へ
ざ
る
耕
度
で
､
其
の
内
､
六

〇
〇
米
が

ダ
.''l
tプ
-
石
衣
岩
で
あ
ら
う
｡

ボ
ル
ネ
オ
の
妨
三
系

上
部
第
三
系
石
衣
岩
と
下
部
第
三
系
の
タ
で
フ
-
梶

次
岩

(
ち
-

e
階
)
と
の
観
係
は
､
極
微
在
る
不
整
合

で
あ

る
｡
此
の
不
整
合
の
存
在
は
牛
島
の
最
北
部
に
於

で
､
石
衣
岩
が
先
第
三
系

(
ダ
ナ
ウ
暦
)
の
上
は
直
接

堆
積
せ
る
革
質
で
明
か
で
あ
る
｡
此
の
牛
島
の
北
部
に

先
第
三
系
の
古
山
脈
の
春
在
す
る
こ
と
は
､
下
部
第
三

系
論
述
の
際
は
述
べ
て
置

い
た
通
わ
で
あ
る
｡
該
山
脈

上
は
､
下
部
第
三
系
の
敏
如
せ
る
軍
資
は
､

.1
割
は
先

天
的
で
あ
ゎ
､

一
部
は
次
山
脈
の
小
隆
起
及
侵
蝕
化
の

結
果
で
あ

る
｡
rJ
の
事
J
J舶
適
し
て
､
石
衣
岩
層
の
基

底
部
に
は
屡

々

E
u
te
p
id
in
a

及
び
ラ
デ
ィ
オ
ラ
-
ア

ン
｡
チ
ャ
ー
ト
の
磯
を
持

つ
磯
岩
質
石
衣
岩
を
我
見
す

る
｡

ル
ツ
テ
ン
は
叉
､

マ
ン
カ
-

rl
ッ
ト
の
後
方
に
放

け
る
ラ

サ
ン

L
a
sa
n
の
流
域
盆
地
ほ
て
､
同
様
を
石
衣

岩
に
就
て
記
載

し
て
屠
る
(V
eTh
a
n
d}

G
e
o].

M
ijn
b
,

G
en
..
G
e
nt,
S
e
r
こ
D
e
el
V
Ii)
｡
荷

は
､

特
筆
大
藩

す
べ
き

事
賓

は､
酸
性
の
産

衣
物

質
が
存
在
す
る
rJ
と

で
'

こ
れ
は
節
三
紀
d
の
特
徴
で
あ
る
｡
(
未
完
)

維

聞
パ

リ
ック
パ
パ
ン
潜
の
下
部
'
プ
･>
ル
ウ
バ
ラ

ン静
'
ベ
ー
ブ

ウ

ル
ウ
暦

の
上
部
は

祈
油
を
含
み
'
ボ
ル
ネ
オ
曲
に
於
け

る
大

油
川
な
る

サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
油
川
の
油
仲
を
な
す
｡

実
況

F

.L<･l


